
 

 

 

 

 

 

         一年間、ありがとうございました 
 

 少しずつ温かくなり、木々も春の訪

れを心躍らせながら待つ季節になりま

した。校庭にある桜の木もその一つで

はないでしょうか。桜は、一冬かけて

つぼみを大きくします。体育館横の桜

の木が満開になる春が楽しみです。 

早いもので今年度も残り１か月となりました。学

級では、学習のまとめを行い、新しい学年に向かっ

ての充実した１か月にするべく取り組んでおりま

す。 

 さて、この一年間のお子様の成長ぶりはいかかでしたでしょう。身長や体重のよ

うに目に見える成長だけでなく、この一年でできるようになったことがたくさんあ

ることに気づくのではないでしょうか。 

先日、とても嬉しい出来事がありました。この一年間で頑張った人はだれかとい

う質問に「校長先生」と言ってくれた子がいたのです。その理由は「寒いときも、

雨の時も、横断歩道で交通指導をしてくれているから。」というものでした。私はそ

の話を聞いた時、涙が出るほど嬉しく思いました。「子どもが事故に遭わないように

頑張るぞ。」という気持ちを汲み取ってくれたのかもしれません。「もう年なのに大

丈夫かな。」と、身を案じてくれたのかもしれません。様々な想像が頭をよぎりまし

た。「おはよう。」と一瞬交わす言葉の裏に、なんと素晴らしい思いが込められてい

たのか。明日も頑張るぞという気持ちが、心の底から湧き上がってきました。認め

られたい貴志小学校の子どもたちに認められることは、とても嬉しいことです。 

 では、子どもたちが一番、認めてほしい人はだれでしょうか。それはもちろん保

護者の方です。子どもたちは、この一年間、それぞれの思いを持ち様々な活動に取

り組んできました。うまくいったこと、失敗したこと、沢山あったと思います。一

度失敗しても、一年間を通してみると、成功につながったこともあったでしょう。

一年が終了した今月末に子どもたちとこの一年間を振り返ってみてください。そし

て、頑張れなかったことは指導してあげてください。しかし、少しでも進歩のあっ

たもの、頑張ったものについては、大いに褒めてあげてください。保護者の方の言

葉は魔法の言葉です。子どもたちは、その言葉を糧により大きく成長すると思いま

す。 

最後になりましたが、よりよい貴志小学校を作るためのアンケートにご協力いた

だきましてありがとうございました。結果につきましては、学校ホームページに載

せていきますのでご覧ください。 

また、一年間、貴志小学校の教育へ、ご理解・ご協力いただきありがとうござい

ました。私たちも一人ひとりの子どもにあった教育を模索しています。保護者の皆

様や地域の皆様と共に考え、よりよい貴志小学校にするため、より一層努力したい

と考えています。                  
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1日 月 登下校指導　集金日 1７日 水 ＡＬＴ
2日 火 集金日 1８日 木 卒業式　（１～５年生　お休み）
3日 水 委員会　 19日 金
4日 木 20日 土 春分の日
5日 金 21日 日
6日 土 22日 月
7日 日 23日 火
8日 月 24日 水 終業式
9日 火 ＳＣ 25日 木
10日 水 移動図書 26日 金
11日 木 27日 土
12日 金 28日 日
13日 土 29日 月
14日 日 30日 火
15日 月 登下校指導 31日 水 離任式
16日 火 ＡＬＴ

３月の行事予定

〈４月の行事予定〉ＳＣ：スクールカウンセラー
８日（木）始業式　９日（金）入学式

日本のことを伝え隊！   ５年生 

 

５年生は、総合の時間に「日本のことを伝え隊！」に取り組んでいます。今年度は外国との行き

来ができなくなり、日本に訪れる外国人が減りました。自分たちが住んでいる日本には、素敵な場

所や風習がたくさんあり、いろんな国の人にも知ってもらいたい、そしてコロナが収まったら、また

観光客の人が外国から来てほしいという思いをもって、各自で調べた日本のよいところをパンフレ

ットに仕上げています。 

調べるきっかけは子どもたちが興味をもっていることや自分を知っていることを外国の人に伝え

たいという思いからですが、改めて調べていくと、知っていると思っていても、はじめて知ることも多

く、パソコン室で作業しながら、「こんなんもあるんや。」「はじめて知った。」という声も聞こえてき

ました。 

昨年度は、和歌山のことをたくさん調べて、和歌山に詳しくなった１年だったと思いますが、今年

度総合の時間を通して、日本の良さを改めて認識できたと思います。自分で調べながら学んだこ

とをこれから身近な人や機会があれば外国の人にもぜひ伝えられるようになってほしいと思いま

す。 

 


